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上半期読者アンケート結果報告
人気記事トップ３

　早いもので2023年度も折り返しを迎えました。今年

度は新課程も２年目となる年ですが、新型コロナウイルス

感染症の５類感染症への移行や、ChatGPTに代表される

生成AIの急速な発展など、社会的にも大きな動きがあり

ました。このような中で、読者の先生方はどのようなト

ピックに関心をお持ちだったのでしょうか。Guideline

の読者アンケート（注１）の結果から、上半期で人気のあ

った記事を読者の先生方の感想とともにご紹介します。

現行課程最終学年の出願指導（７・８月号）

　現行課程最後の入試に臨む今年度の高校３年生。次年

度に新課程入試を控えていることから、例年以上に受験

校の選択に不安を感じる可能性がある一方で、18歳人口

減と大学入学定員の増加を背景に競争緩和も進んでいま

す。こうした状況での出願指導について、新課程入試で

の変更点や近年の入試動向を踏まえて、ポイントや指導

方針を取材しました。

2023年度入試結果速報（４・５月号）

　毎年、４・５月号に掲載している「入試結果速報」が

第２位となりました。少子化と定員増が受験生の「追い

風」になった2023年度入試。難関大や都市部の大学で

は志願者数を保ったものの、地方では国公立大も競争緩

和が目立つようになりました。この特集では、大学入学

共通テストの概況と、2023年３月10日時点で判明して

いる国公立大と私立大の志願状況について、レポートし

ました。

観点別評価を振り返る（７・８月号）

　上半期読者アンケートの第１位に輝いたのは、「観点

別評価を振り返る」でした。観点別評価は、過去に数回

取り上げていますが、依然として不安や課題が多く聞か

れます。７・８月号では、観点別評価の本格導入から１

年を経て、実際に評価を行って見えてきた方向性や課題

などについて、ヒアリングやアンケートをもとに紹介、

さまざまな工夫を行う３校の事例を掲載しました。

読者が注目するトピックは？
入試・教育に関する語のほか、ChatGPTなども

　読者の先生方は、どのようなトピックに関心をお持ち

なのでしょうか？　読者アンケートの中から、今後、

Guidelineで読みたい記事や、高校教育・大学教育・大

学入試についてご関心のあるテーマに関する記述を分析

しました＜図＞。

　上半期にGuidelineの誌面で取り上げた「観点別評

価」や「共通テスト」「入試」「アントレプレナーシップ」

「ChatGPT」などの語が並ぶほか、「総合型選抜」「ICT」

「キャリア教育」「探究」などの語も目立ちました。

2023年度上半期Guideline読者アンケート結果
～人気記事ランキングと読者注目のトピック～

Research

（注１）2023年度上半期Guideline読者アンケート…　2023年７・８月にWeb調査を実施。有効回答数110件。

◆	新課程前のさまざまな動きの中でどのようにしていけばい
いか参考になった。
◆	昨年度の国公立大入試の結果が予想以上に良かったので、
今年はどうするか思案していたところに最終学年の指導の
ヒントをもらえた。

◆	各高等学校とも試行錯誤があることがよくわかった。
◆	昨年度から導入され、学期末ごとに作業が増え苦労してお
り、各校の取り組みが大いに参考となりました。

◆	４・５月号で早速入試の振り返りをしていただけるのはあ
りがたいです。

◆	毎回前年度の入試結果のまとめをいち早く行っており、意
味深く読ませてもらっています。大変参考になります。
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　2023年４月にリリースした「教育関係者のための情

報サイト Kei-Net Plus」では、Guidelineのバックナン

バーのほか、Webサイトだからできる“旬”な記事をお届

けしています。Guidelineの人気記事とともに、Kei-Net 

Plus独自コンテンツもぜひお楽しみください。

（注２）2023年度上半期Guideline読者アンケートの回答を、ユーザーローカルAIテキストマイニングで分析（https://textmining.userlocal.jp/）

具体的な自由記述

◆	観点別評価については、入試に反映するのかを含めてレポ
ートを続けていただきたい。ChatGPTについての記事は
今後の楽しみである。

◆共通テストについて（特に「情報」に関わること）
◆	ChatGPTが教育活動に与える影響についてもっと知りたい。
◆	難関大の学校推薦型・総合型選抜に関して、地方の高校が
どう向き合っていくのか。

◆	国公立大学の学校推薦選抜および総合型選抜において、大
学側が採点・得点で重視すること。特に、プレゼンテーシ
ョン型面接や集団面接では、受験生のどういった所に着目
しているのか。資格や、文化的活動の経歴はどの程度重視
されるのか。

◆	ICT活用、教科指導に於ける探究活動

 図   読者が注目するトピック（注２）

⃝学習場面や目的に応じたICT活用が重要
⃝デジタルドリル（AIドリル）で、個別最適な学びを実現
⃝多数の先生方が生徒の理解度向上や学習意欲向上を実感

⃝AI教材の修得認定試験により基礎学力を担保
⃝入学後に必要な学びを単元レベルで明示
⃝高いモチベーションと基礎学力を兼ね備えた学生が入学

⃝ChatGPTは、ゴールではなくスタートやプロセスで使用
⃝ChatGPTのログから、生徒の活動や思考が可視化
⃝まず、先入観を持たず触ってみることが大切

⃝2022年度の観点別評価は「うまくいった」「いかなかった」が拮抗
⃝９割以上の高校教員が課題を実感
⃝観点別評価の工夫を具体的に紹介
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2022年度の観点別評価（n=182）

#ICT教材　
#個別最適な学び　
#AIドリル　
#河合塾

#総合型選抜
#単位の修得
#数学
#立命館大学

#生成AI
#高校教育
#神奈川県立希望ケ丘高校

#観点別評価　
#課題　
#工夫　
#高校教員アンケート

立命館大学で開始した、AIを利用した総合
型選抜へのチャレンジメソッド「UNITE	
Program」。その内容や導入の狙いについ
てうかがいました。

注目を集めるChatGPT。その教育利用に
ついて、有識者である希望ケ丘高校の柴田
功校長先生にインタビューしました。

続きはこちら続きはこちら

続きはこちら続きはこちら

総合型選抜と学力保障

ChatGPT等の生成AI 教育利用の第一歩

高校では、ICT環境が整いつつある一方、ど
のように活用したらいいかといった戸惑い
の声も聞こえてきます。今回は、デジタルド
リルを例に、ICT教材活用のポイントや効果
を解説します。

ICT教材活用の効果

立命館大学立命館大学
総合型選抜と学力保障総合型選抜と学力保障

入学センター事務部長　熊谷秀之氏

立命館大学
総合型選抜と学力保障

注目のトピック　関連記事pick up

観点別評価／課題と工夫

総合型選抜／学力保障

ChatGPT ／高校教育

ICT ／教材活用の効果
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